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論
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内 容
要
旨
 光駆動反応(Pho七icOriving)は生理的現象としての要素が大きいので,その臨床的
 意義付けは困難であり,精神障害者に対する臨床面への応用は未だ定式化した方法を確立するに
 は至っていない。
 著者は神経症者を被険者に選び,その光駆動反応を自動周波数分析器により分析し,基本同調
 反応の強さに注目して"反応強度"という概念を設定すると共に,同反応の最大値を"反応ピー
 ク"と命名した。そして,性・年令という生理的な臨床特性,あるいは神経症の状態像による臨
 床類型などとの相関を検討した。
研
究 方
法
 被検者は東北大学神経精神科を訪れた75入の神経症者(男49入,女26入)で,その平均
 年令は男女とも約50才であった。また,臨床類型をつぎの5つの状態像に分類した。すなわち,
 神経衰弱(30例),強迫状態(19例),不安状態(15例),ヒステリー状態(6例),離
 人症状態(5例)である。な沿,身体疾患を合併する症例や経過観察を行なううちに初診時診断
 に疑念をはさむに至った症例,さらに鑑別診断に困難を感ずることの多い抑うつ状態,易感状態
 などは除外してある。
 後頭部から双極導出で脳波記録を行ない,'10秒間刺激の後に10秒間の休止期を於きながら,
 1γSから52q冶にわたる広範囲の閃光を段階的に頻度を増すという方法で刺激を加えて行っ
 た。この閃光刺激に対する脳波応答を5つの帯域フィルターを備えた自動周波数分析器を用いて'
 分析した。5帯域とはδ(2～4〔ンS),θ(4～8(ン萄),α(8～13〔ンS),β1(15
 ～20④禽),βz(20～50〔ン伯)である。
 各周波数の閃光刺激を横軸にとり,これに対する4帯域(δ帯域を除ぐ)の積分ペンの振れを
 縦軸として,スペクトルグラムを作成した。これをPhotOanaly80gramと呼ぶ。このグラ
 フから,著者の方法により"反応強度"を計測し,"反応ピーク"を示す閃光刺激周波数を求め
 た。
研
究
成 績
 一む"
駅
」
 以下に主要な研究成績を列記する0
 1)女の反応強度は,β1冷よびβ2の両帯域に沿いて男より大きく,5%水準で有意差を示
 した。反応強度と年令との間には,有意の相関を見出さなかった。
 2)不安状態群におけるα帯域の反応強度は,強迫状態群または神経衰弱状態群と比較して小
 さな値を示した。
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 5)反応ピークを示す刺激周波数の中で,出現率の大きいサイクルは次の通めであった。すな
 わち,θ帯域では7(}伯,α帯域では10、～11〔ン伯,β・帯域では14(ン8と18q冶,β2
 帯域では22q冶である0
 4)反応ピークの出現様式にかいて,β1帯域が他の5帯域と異なっているということから,
 全症例を"14q冶群"'・"18q/S群","中間群"というように分類してみた。その結果,14
 卵群は男(9%)より女(27%)に多く占められており,高年令層が若年令層に比較して18
 鋼S群との相関が大きいということが見出されたが,これらの所見は5%水準で有意であった。
考 察
 Shaga88は正常者および精神障害者に6財Sから18σ伯の閃光刺激を与え,その基本同
 調反応に関して男女の平均振幅を比較し,各反応とも女が男より大きいことを報告している。著
 者の結果では,β玉,β2帯域でのみ有意性を示したものの,各帯域とも女の方に反応強度が大
 きぐ,彼の成績とほぼ一致する。この点につき8hagas6は,光駆動反応に示されるような大
 脳興奮性は月経周期やそれに基付ぐ気分の変動に関連しているのであううという考察を加えてい
 ト
、
 る。その機序は不明だが,おそらぐホルモン性因子と考えられる生理的要因による脳機能状態の
 性差がこのような反応に反映するのだろうということは注目に値する。
 Uユettらは著者と同様に,2q冶から30q冶までの広範囲な閃光刺激を用いて,不安神経
 、・症、慰者と正常人の基本同調反応を比較しているが,8～18卵というαからβ・帯域の一部に
 かけての刺激周波数では,不安神経症患者は正常人よりも反応がおこりにぐいとしている。対照
 例は異なるものの,反応の強さ自体を問題とした点にむいて著者の方法に類似して冷り,その成
 績も著者の結果と相似た点を示唆していることは興味深い。
 反応ピークを示す刺激周波数の中で,出現率の大きいサイクルが必ずしも各帯域の中央値周波
 数ではないという成績は,今後の光駆動反応の周波数分析に関する研究の方法面に寄与するとこ
 ろが少なくないと考えられる。また,β1帯域にむける反応ピークに関して述べると,18qβ
 群が高年令層に多ぐゴ4q心群が若年令層と密接な関係にあるということは,年令が高ぐなるに
 応じて脳波の基礎律動にお・ける速波成分が増加するという知見や基礎律動と光駆動反応が無関係
 でないという報告に竃って,容易に理解できる現象といえよう。
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 審査結果の要旨
 今日,脳波現象追究の1手段として,光駆動反応が易く応用されている。そ'れを駆使した場合,
 いわゆる神経症患者の脳波がどのような反応様式をとるかについて,臨床実験をしたのが本論文
 の大綱である。
 著者は被検者として,男49人,女26人より煮ろ計75例の各種1染能像の神経症患者を選び,
 次述のような刺激を加えている。すなわち,4G秒嗣刺激の後に1e秒聞休屯しカが轟,1c/s
 から2C/Sへと逐次頻度をあげて50C/S冗至るりでちろが,その間の脳波変動'査・δ・θ・α・
 βrβ2の帯域に分ける脳波自動分析装置に工って担えている。
 なむ,所見の分折に当って,在来の分析所見では成績を明磁≡にとらえ難いことから,基本同調
 じ誕応の強さを表現ずろ"反応深度",注た同反応の晟大値冷示す"反応ピーク"とよぶ2新パラ
 メーターを案出し,それ.を応用している点が注目される。
 得ら牙1.た主な所見は次の漁りでもる。男女差がβ1とβ2とにむいて男看憂位であった。各病母
 華で破,不安状能群でα帯域の反応強度が,慌追伐壬暇学鋳たけ‡申経衰弱焼膨群とぐらべてづ値を
 示し,他型に1は大諄力{認めら二打、なかった。貸た,神経症患者全休和みると,反応ピーク冷示日車刺
 激麗波数で出現率が大きいのは7c/s・10～“c/s弓4e/s・18c/s壌2c/sであった。
 しかしβ1帯域のピーク出現様式が他帯域のそれと異ることを見出し,猛。/s・中間・18G/s
 の5群に分けてみろと,揖。/sでけ男工り女に多ぐ,さた高年考では侶。/sに相関があるこ
 と等が判明した。たむ,これらの所児は何れも統計処理の上で,有意差が認められたものばかり
 である。
 次いで著者は,上述の諸所舜、に対して種々考按しているが,従来の発護研究所見との比較検討
 と共に,!1∫1!激反応像自体の基本脳機能的撰序にもふれている。特に男女藁はホルモン性因子に端
 を発する脳幹系機能の善にエること,注た高年考所見の基底をな+のが基礎律動にもともと速波
 成分が多いためと結んでいろ。そ'れと同時に,反応ピークという新パラメーターから見ろ限りで
 'ま,出現塁が大きい閃光頻度が必ずしも谷渡帯域の中央値ではないことを学,出したので,今後の
 研究に当って留意すぺ窪であると指摘している。
 以上は,光駆動刺激に対ナる脳波反応様式を,神経症愚考を対象として追究した研究の宅内容
 であるが,特に2新パラメーターを用いて所見の確認と解覗につとめた点,ならびに臨床像との
 間に反応自体の差異がさして著しいもので疫かつたこと等,神経症解明の手が㌧りとして示唆に
 1嘉む知界,を呈示したものと云い得よう。
 よって,こ㌧に学位暖冬に値ナるものと認める。
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